













• yi (i = 1, · · · , N ): 2値を取る観測値．例えば被保険者の事故発生時に
1，無事故で0とコード化．
• (xi,β)はそれぞれ説明変数(顧客属性など)と係数ベクトル．
•指示関数でモデル化: yi = 1I{ β′xi + i ≥ 0 }
• xiと誤差項i独立のとき, Fで−iの累積分布関数を表せば事故率は,
Pr(yi = 1|xi) = F (β′xi)
•ここではiにロジスティック分布を仮定 (ロジットモデル)．未知係数
βは最尤法で推定．
• (xi, i)は互いに独立 (i = 1, · · · , N )．一方xiは同一分布に従わなくて
もよい. 貸し手にとってはFは既知．
• ri(> 0): 貸し手である企業側が,無事故の際に受け取る元本と利子,あ
るいは保険料などの利益
• di(> 0): 事故発生時の貸し倒れや事故補償などの損失額
• zi: 貸し手が貸出しや契約を結ぶか否か(貸す時は1,その他で0).
•指示関数でモデル化: zi = 1I{ F (β′xi) ≤ ci }






π(zi) = ri(1− yi)zi − diyizi
max
zi
E [π(zi)] = maxzi E [ri(1− yi)zi − diyizi]
により期待利潤の最大化問題を考える．このとき
密度関数の微分可能性や正値性を仮定して，期待利潤最大を与える定
数閾値c∗i (i = 1, · · · , N )は，


































i )の予測を行う，というような場合. 実際の判断は推定量 βˆを
用いた次の2項予測に基づくことになる. 特に, 下の第1式右辺の ciを
c∗i = ri/(ri + di)で与えるとき, 左辺を zˆ∗i と表す.
















i=1 E [π(z∗i )]
≤ 1









•N1 = N2 = 10000としてロジットモデルF (β′xi) = exp(β1+β2xi)1+exp(β1+β2xi) から
データ生成．β2 = −1, xiは自由度15のχ2分布から生成．
•事故率(1/N2)
∑N2
i=1 yiはβ1を調整し，1% (β1 = 4.2)と3% (β1 = 5.8)の
2通りを考慮. (一般に, 債務不履行や保険の支払いは稀な事象．)
•損失は, i (i = 1, ..., N2)に対して共通でri = 0.1とdi = 2.0とする.
•利得とこのとき最適な閾値は, c∗i = 0.1/(0.1 + 2.0)  0.05.
考察 
•最大化総利潤(c∗iの場合)の予想区間に関る結果が下の表．丸括弧内













95%予想区間 [885, 934] ([890, 927]) [799, 855] ([805, 849])
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